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新

保

教
育
に
よ
る
不
平
等
の
形
成

-
1
1
改
革
開
放
期
の
中
国
西
北
部
農
村
を
め
ぐ
っ
て
|
|

は
じ
め
に

中
国
に
お
い
て
は
、
文
革
が
終
結
し
改
革
開
放
政
策
が
採
ら
れ
て
か

ら
、
三
十
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
の
教
育
の
発
展
ぷ
り

は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
八
六
年
に
義
務
教
育
法
が
制

定
さ
れ
小
中
九
年
間
の
義
務
教
育
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
全
国
的
に

小
中
学
校
の
就
学
率
は
一
O
O
%
近
い
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い
る
(
二
O

O
八
年
統
計
に
よ
れ
ば
、
小
学
校
九
九
・
五
%
、
中
学
九
八
・
五
%
)

(
1
1

ま
た
改
革
開
放
政
策
の
進
展
に
伴
う
市
場
経
済
の
潮
流
の
中
で
、

高
学
歴
に
よ
っ
て
高
収
入
が
保
証
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
大
学

進
学
率
は
二
三
・
三
%
に
上
っ
て
い
る
(
二
O
O
八
年
)
。

し
か
し
な
が
ら
、
内
陸
部
、
特
に
農
村
出
身
の
学
生
に
と
っ
て
大
学

へ
の
進
学
は
依
然
と
し
て
国
難
で
あ
り
、
よ
級
学
校
進
学
へ
の
大
き
な

壁
と
し
て
、
中
学
か
ら
高
校
へ
の
進
学
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
こ
と

が
事
実
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
中
学
校
か
ら
高
校

へ
の
進
学
率
は
、
二
O
O
七
年
度
統
計
に
よ
れ
ば
、
上
海
が
一
O
O
%
、

全
国
平
均
が
七
九
二
%
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
西
北
部
に
位
置
す
る

甘
粛
省
で
は
、
七
二
・
八
%
に
留
ま
っ
て
い
る
(
2
)
。

敦

子

こ
の
よ
う
に
農
村
部
の
学
生
に
と
っ
て
、
上
級
学
校
進
学
へ
の
大
き

な
ハ
ー
ド
ル
と
し
て
中
学
か
ら
高
校
へ
の
進
学
が
指
摘
で
き
る
。
高
校

に
進
学
で
き
な
い
た
め
大
学
へ
も
進
学
で
き
ず
、
高
収
入
の
職
に
就
い

て
貧
困
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
人
生
日
コ

l
ス
分
け
が
、
沿
海
部
で
は
高
校
三
年
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
西
北
の
農
村
部
で
は
、
中
学
三
年
と
い
う
早
い
段
階
で
人

生
の
コ

1
ス
分
け
が
な
さ
れ
る
。
高
校
入
試
が
あ
る
「
十
五
の
春
」
は

日
本
に
お
い
て
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
に
お
い
て
は
、

高
校
進
学
か
中
卒
の
ま
ま
で
終
わ
る
か
は
、
大
学
に
進
学
し
て
都
市
一
F

籍
を
得
ら
れ
る
か
、
さ
も
な
く
ば
農
村
戸
籍
の
ま
ま
に
留
ま
る
か
、
と

い
う
一
生
白
運
命
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
由
過
酷
さ
は
日
本
の

比
で
は
な
い
。

ま
た
、
中
学
か
ら
高
校
へ
の
進
学
は
、
入
試
の
成
績
に
よ
っ
て
決
ま

る
が
、
こ
う
し
た
選
別
は
一
昆
ハ
公
平
に
見
え
な
が
ら
、
学
校
環
境
や

家
庭
環
境
の
影
響
を
、
実
は
色
濃
く
受
け
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

カ

そ
の
た
め
本
論
文
で
は
西
北
部
の
学
生
に
と
っ
て
中
学
か
ら
高
校
へ

の
進
学
難
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
進
学
四
阻
害
要
因
を
考
察
す
る
こ



と
を
課
題
と
し
て
論
じ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
問
題
解
決
の
た
め
の
提
言

を
「
付
っ
て
い
き
た
い
。

対
象
主
し
て
は
、
国
家
級
の
貧
困
県
を
抱
え
全
国
的
に
貧
困
地
域
E

し
て
知
ら
れ
る
甘
粛
省
及
び
寧
夏
困
族
自
治
区
に
健
点
を
当
て
る
も
の

と
す
る
。

本
研
究
で
使
用
す
る
デ

l
タ
は
、
①
甘
粛
省
の
夏
河
県
(
チ
ベ

y

ト
族
居
住
地
域
)
、
通
清
県
(
漢
族
居
住
地
域
)
、
武
山
県
(
漢
族
居
住

地
域
)
に
お
け
る
質
問
紙
調
査
(
ニ

0
0六
年
か
ら
二

O
O八
年
に
か

け
て
実
施
、
サ
ン
プ
ル
数
七

O
O
)
(
3
)
、
②
甘
粛
省
和
政
県
A
小
学

(
東
郷
族
、
回
族
、
漢
族
居
住
地
域
)
及
び
甘
粛
省
武
山
県
B
中
学
校

(
漢
族
居
住
地
域
)
で
の
質
問
紙
及
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
(
質
問
紙

調
査
の
サ
ン
プ
ル
数
は
小
学
校
七
十
四
、
中
学
校
六
十
八
、
ニ

O
O八

年
)
(
土
、
③
寧
夏
に
お
い
て
学
校
現
場
で
一
九
九
四
年
以
来
ほ
ぽ
毎

年
実
施
し
て
き
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
(
豆
、
及
び
現
地
で
収
集
し
た

文
献
、
以
上
に
依
拠
し
て
い
る
。

教育による不平等の形成

中
国
に
お
け
る
格
差
問
題
と
教
育
政
策
の
歩
み
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社
会
格
差
は
、
階
層
格
差
、
地
域
格
差
、
男
女
格
差
、
都
市
|
農
村

間
格
差
な
ど
が
あ
る
が
、
中
国
に
お
い
て
は
、
都
市
|
農
村
間
格
差
の

著
し
さ
が
特
色
と
言
え
よ
う
。

歴
史
的
に
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
清
朝
ま
で
は
地
主
層
も
農
村
部
に

居
住
し
て
い
た
が
、
民
国
時
期
以
降
の
都
市
の
発
展
に
伴
い
地
主
は
農

村
か
ら
都
市
へ
移
動
し
、
都
市

l
農
村
の
二
元
社
会
と
な
っ
て
い
っ

た
。
そ
の
結
果
、
都
市
部
に
教
育
条
件
目
良
い
近
代
学
校
が
建
設
さ
れ

て
都
市

l
農
村
の
教
育
格
差
が
拡
大
し
、
農
村
部
で
は
郷
村
教
育
運
動

な
ど
の
民
聞
の
社
会
教
育
に
頼
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
に
お
い
て
は
、
重
工
業
重
視
、
都
市
重
視

の
発
展
戦
略
が
採
ら
れ
た
。
一
九
五
六
年
に
「
国
務
院
関
於
防
止
農
村

人
口
盲
目
外
流
的
指
示
」
が
出
さ
れ
農
村
か
ら
都
市
へ
の
流
入
を
禁
止

す
る
、
と
と
も
に
、
一
九
五
八
年
に
は
「
中
華
人
民
共
和
国
戸
口
登
記
条

例
」
が
制
定
さ
れ
、
都
市
戸
籍
と
農
村
戸
籍
と
の
区
別
が
明
確
化
さ
れ

た
。
こ
れ
は
自
然
災
害
に
伴
う
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
を
防
止

す
る
た
め
由
施
策
で
あ
っ
た
。

教
育
政
策
と
し
て
は
、
と
の
時
期
、
農
村
部
に
小
学
校
が
普
及
し
始

め
た
。
そ
の
一
方
で
都
市
部
に
は
重
点
学
校
が
置
か
れ
、
教
育
資
源
を

集
中
的
に
投
入
し
て
エ
リ
ー
ト
教
育
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

文
革
中
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
都
市
|
農
村
聞
の
格
差
是
正
が
目

指
さ
れ
、
重
点
学
校
が
廃
止
さ
れ
た
。
従
来
、
中
等
教
育
段
階
に
お
い

て
、
普
通
中
学
と
職
業
中
学
農
業
中
学
が
置
か
れ
、
二
元
的
な
教
育

シ
ス
テ
ム
が
採
ら
れ
て
き
た
が
、
職
業
中
学
・
農
業
中
学
を
普
通
中
学

へ
と
改
変
し
、
二
冗
的
な
中
等
教
育
制
度
が
採
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
中
学
が
少
な
か
っ
た
農
村
、
内
陸
部
に
お
い
て

中
学
校
が
増
加
し
、
た
と
え
ば
甘
粛
に
お
い
て
文
革
末
期
に
か
け
て
普

通
中
学
校
(
高
校
を
含
む
)
が
急
増
し
た
(
図
1
)
(
旦。

文
章
が
終
結
し
改
革
開
放
期
に
入
る
と
、
大
胆
な
教
育
改
革
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
中
国
に
お
け
る
近
代
学
校
教
育
の
導
入
は
、
清

末
白
科
挙
制
度
の
廃
止
(
一
九
O
五
年
)
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

そ
れ
か
ら
約
八
十
年
の
時
を
経
て
、
義
務
教
育
法
(
一
九
八
六
年
)
が

制
定
さ
れ
、
法
に
基
づ
く
学
校
教
育
制
度
の
普
及
が
目
指
さ
れ
た
の
は

画
期
的
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
教
育
体
制
改
革
に
関
す
る
決
定
(
一
九
八
五
年
)
が
出
さ
れ

た
こ
と
で
、
基
礎
教
育
の
権
限
を
各
地
域
に
委
ね
、
各
地
の
実
情
に
応

じ
た
柔
軟
な
施
策
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た
め
教
育
予

算
、
教
育
目
標
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教
科
書
、
卒
業
後
の
配
属
に
関
わ

る
地
方
政
府
の
裁
量
権
が
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
地
域

聞
の
格
差
が
甚
だ
し
い
状
況
に
基
づ
い
た
現
実
的
な
方
策
で
あ
っ
た
。

し
か
し
経
済
的
に
豊
か
な
地
域
と
そ
う
で
は
な
い
地
域
と
の
格
差
を
前

提
と
し
た
先
富
論
の
教
育
政
策
で
あ
り
、
格
差
を
固
定
化
す
る
危
険
性

も
内
包
し
て
い
た
。

ま
た
文
革
期
に
拡
大
し
た
内
陸
部
の
中
等
教
育
は
、
再
び
縮
小
へ
と

向
か
い
学
校
数
も
減
少
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

西
北
部
に
お
け
る
就
学
率
の
向
上
と
進
学
実
態

-
就
学
率
の
向
上

甘
粛
省
夏
河
県
で
は
、
九
十
年
代
に
は
ま
だ
中
途
退
学
者
が
多
数
に

上
り
、
一
九
九
三
年
統
計
に
よ
れ
ば
、
夏
河
の
小
学
学
生
総
数
八
、
六

八
三
人
中
七
八
六
人
が
退
学
し
て
い
た
。
し
か
し
退
学
者
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
二

O
O
五
年
段
階
で
の
就
学
率
は
九
七
・
二
%
で
あ
る

(
7
)
。とり
わ
け
一
九
八
六
に
制
定
さ
れ
た
義
務
教
育
法
の
改
正
(
二

O
O

六
年
)
に
伴
い
、
二

O
O六
年
春
の
新
学
期
か
ら
、
西
部
地
区
農
村
の

小
学
校
で
は
、
教
科
書
代
金
と
雑
費
が
免
除
さ
れ
、
寄
宿
舎
の
費
用
が

補
助
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
(
二
免
一
補
)
。
そ
の
た
め
、
経
済
的
に

困
難
な
家
庭
の
児
童
も
就
学
が
可
能
に
な
っ
た
。
二

O
O七
年
の
統
計

に
よ
れ
ば
、
寧
夏
の
初
等
教
育
就
学
率
は
九
九
・
六
%
で
あ
る
(
8
)
O



教育による不平等の形成

も
と
も
と
寧
夏
の
山
岳
地
域
で
は
小
学
学
齢
児
童
の
就
学
率
は
低

く
、
八
十
年
代
末
に
到
っ
て
も
、
回
族
女
児
の
就
学
率
は
約
六
O
%
と

言
わ
れ
て
い
た
。
小
学
校
を
卒
業
で
き
る
者
は
数
少
な
く
、
中
学
を
卒

業
で
き
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
農
村
出

身
者
で
あ
り
な
が
ら
、
中
学
卒
業
後
に
師
範
学
校
へ
進
学
し
、
教
師
と

な
る
回
族
女
子
青
年
も
増
え
て
い
る
。

た
と
え
ば
、

X
さ
ん
は
、
一
九
七
八
年
生
ま
れ
の
女
性
教
師
で
、

小
・
中
学
校
を
経
て
、
師
範
学
校
(
高
校
レ
ベ
ル
)
に
進
学
し
た

(
9
)
。

X
き
ん
が
師
範
学
校
に
学
ん
で
い
た
九
十
五
年
時
点
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
兄
弟
は
上
か
ら
、
男
(
大
卒
)
、
女
(
非
識
字
)
、
男
(
高

卒
)
、
男
(
中
卒
)
、
女
(
小
卒
)
、
本
人
・
女
(
師
範
在
籍
)
、
男
(
中

学
在
籍
)
、
男
(
中
学
在
籍
)
で
あ
っ
た
。
姉
二
人
は
ま
と
も
な
教
育

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

X
さ
ん
が
学
齢
期
を
迎
え
る
頃
に
な
る
と

中
国
の
経
済
状
況
が
好
転
し
て
寧
夏
で
も
基
礎
教
育
が
普
及
し
、
そ
の

結
果
、
彼
女
は
師
範
学
校
ま
で
進
学
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

X
さ
ん

は
、
姉
に
比
べ
て
自
分
が
格
段
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
兄
弟
順
位
と
進
学
と
の
関
係
を
み
る
と
、
一
般
的
に
男

子
優
先
、
長
子
優
先
で
あ
る
が
、
西
部
に
お
け
る
経
済
発
展
及
び
教
育

普
及
に
伴
い
、
兄
弟
順
位
が
下
の
者
の
教
育
レ
ベ
ル
が
向
上
し
て
い

噂令。
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大
学
へ
の
進
学
要
求
の
高
ま
り

こ
の
よ
う
に
九
年
制
の
義
務
教
育
が
実
施
き
れ
、
小
中
学
校
の
就
学

率
が
一
O
O
%
近
く
な
っ
た
現
在
、
高
校
や
大
学
と
い
っ
た
上
級
学
校

へ
の
進
学
要
求
が
高
ま
っ
て
い
る
。

2 

甘
粛
省
夏
河
県
・
通
謂
県
・
武
山
県
で
の
社
会
調
査
、
及
び
雲
南
省

金
平
県
南
華
県
で
自
社
会
調
査
の
結
果
か
ら
具
体
的
に
分
析
し
て
み

よ
v

つ
(
拍
)
。

進
学
要
求
の
特
徴
と
し
て
、
第
一
に
各
地
域
、
各
民
族
に
共
通
し
て

大
学
へ
の
進
学
要
求
が
高
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

調
査
結
果
を
検
討
す
れ
ば
、
大
学
・
短
大
へ
の
進
学
希
望
は
、
五
県

平
均
で
本
人
七

0
・
一
%
、
親
七
八
・
O
%
で
あ
る
。
特
に
親
の
進
学

希
望
は
五
県
と
も
に
本
人
よ
り
高
い
。

第
二
に
、
漢
族
と
少
数
民
族
と
で
は
漢
族
の
方
が
大
学
へ
の
進
学
要

求
が
高
い
。
具
体
的
に
見
る
と
、
大
学
へ
の
進
学
希
望
は
、
チ
ベ
ッ
ト

族
居
住
地
区
で
あ
る
甘
粛
夏
河
県
で
は
本
人
三
四
・
一
一
%
、
親
五
三
・

九
%
、
お
な
じ
く
少
数
民
族
地
区
で
あ
り
イ
族
が
居
住
す
る
雲
南
南
華

県
で
は
本
人
四
二
・
六
%
、
親
五
二
二
%
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
漢

族
の
居
住
地
域
で
あ
る
甘
粛
の
通
滑
で
は
、
本
人
八

0
・
二
%
、
親
八

八
・
三
%
で
あ
り
、
高
い
比
率
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
通
滑
は
、
「
伝

統
的
に
文
化
が
発
達
し
、
書
道
家
を
山
聞
出
し
て
き
た
」
と
言
わ
れ
て
お

り
、
大
学
進
学
へ
の
要
望
が
高
い
と
言
え
る
(
刊
)
。

少
数
民
族
の
場
合
、
民
族
に
よ
っ
て
事
情
は
異
な
る
が
、
た
と
え
ば

回
族
の
親
に
は
、
学
校
に
子
ど
も
を
入
学
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ

ス
ラ

l
ム
と
い
う
宗
教
や
民
族
の
文
化
か
ら
訴
離
す
る
こ
と
に
対
す
る

危
倶
や
学
校
へ
の
否
定
的
な
感
情
が
残
っ
て
い
る
。

第
三
に
、
西
北
(
甘
粛
)
と
西
南
(
雲
南
)
と
で
は
、
西
北
の
方
が

進
学
要
求
は
高
い
。
西
南
は
自
然
環
境
が
豊
か
で
「
食
い
つ
な
ぐ
の
は

困
ら
な
い
」
と
い
う
意
識
が
強
く
、
ま
た
共
同
体
も
強
固
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
西
北
部
は
自
然
条
件
が
過
酷
で
あ
り
、
生
き
延
び
る
道
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を
個
人
と
し
て
模
索
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

こ
う
し
た
進
学
要
求
の
高
ま
り
の
背
景
と
し
て
、
学
校
文
化
H
都
市

文
佑
の
普
及
に
よ
る
都
市
文
伯
へ
の
憧
れ
の
強
ま
り
が
指
摘
で
き
る
。

特
に
、
テ
レ
ピ
の
普
及
や
、
都
市
に
居
住
し
た
経
験
を
持
つ
農
民
工
及

び
農
民
工
子
女
の
増
大
が
、
こ
う
し
た
状
況
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

ま
た
、
身
近
な
存
在
が
大
学
生
と
な
り
都
市
部
で
就
職
し
て
い
る
こ

と
、
た
と
え
ば
隣
家
か
ら
大
学
生
が
出
て
卒
業
後
に
上
海
で
大
学
教
員

と
し
て
働
き
始
め
た
、
と
い
う
事
実
は
、
農
民
の
進
学
意
欲
を
刺
激
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
今
ま
で
大
学
入
学
を
当
初
か
ら
諦
め
て
い
た
層
が
競
争

に
参
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
進
学
競
争
が
全
国
的
に
激
化
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。中

学
か
ら
高
校
進
学
へ
の
壁

こ
の
よ
う
に
、
全
国
的
に
各
地
域
、
各
民
族
に
お
い
て
、
大
学
ま
で

の
進
学
希
望
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
甘
粛
や
寧
夏
な
ど
西
北
部
で

は
大
学
へ
進
学
で
き
る
学
生
は
限
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
貧
困
な
農

村
地
域
で
は
中
学
か
ら
高
校
へ
の
進
学
に
は
大
き
な
壁
が
あ
る
。

甘
粛
省
に
位
置
し
経
済
的
に
困
難
な
夏
河
県
の
統
計
で
は
、
高
校
か

ら
大
学
へ
叩
進
学
率
は
、
O
四
年
八
五
七
%
、
O
五
年
八

0
・
九
%

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
中
学
か
ら
高
校
へ
の
進
学
率
は
、
O
四
年
三

八
・
八
%
、
O
五
年
四
一
・
O
%
に
留
ま
っ
て
い
る

(30

ま
た
甘
粛
省
武
山
県
で
の
教
育
当
局
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
(
O

八
年
)
で
も
、
中
学
か
ら
高
校
へ
の
進
学
率
は
約
四
O
%
で
あ
り
、
中

学
か
ら
高
校
へ
の
進
学
の
方
が
、
高
校
か
ら
大
学
へ
の
進
学
よ
り
も
難

3 

し
い
と
い
う
(
担
。
甘
粛
省
平
均
の
高
校
へ
の
進
学
率
は
前
述
の
よ
う

に
七
二
・
八
%
で
あ
り
、
甘
粛
省
の
中
で
も
貧
困
な
地
域
に
お
い
て
、

後
期
中
等
教
育
段
階
の
進
学
率
は
か
な
り
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。

高
校
は
義
務
教
育
で
は
な
い
た
め
、
高
い
学
費
(
約
一

0
0
0元
以

上
)
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
高
校
生
の
多
く
は
寄
宿
生
と
し
て

寄
宿
合
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
上
、
教
科
書
代
金
も
高
額

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
金
収
入
の
少
な
い
農
家
に
と
っ
て
、
子
女
を

高
校
に
進
学
さ
せ
る
の
は
、
困
難
が
伴
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
経
済
的
事
情
以
外
に
も
様
々
な
要
因
が
阻
害
要
因

と
し
て
働
い
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
で
は
農
村
地
域
に
お
け
る
中

学
校
か
ら
高
校
へ
の
進
学
に
お
い
て
、
何
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の

か
。
以
下
回
各
章
で
は
、
川
施
設
・
設
備
、

ω教
育
内
容
、

ω教
師
、

同
家
庭
環
境
に
分
け
て
教
育
面
か
ら
生
じ
る
進
学
の
阻
害
要
因
に
つ

い
て
具
体
的
に
論
じ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
中
学
校
三
年
間
だ
け
で
は
な
く
、
小
学
校
六
年
間
の
教
育
も

都
市
|
農
村
閣
の
格
差
は
顕
著
で
高
校
進
学
に
お
け
る
阻
害
要
因
と
し

て
働
く
た
め
、
小
学
校
及
び
中
学
校
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
も
の
と

す
る
。

進
学
を
阻
害
す
る
要
因
川
施
設
設
備

I

ー
学
校
の
設
置

川
初
等
教
育
機
関

農
村
に
お
け
る
小
学
校
の
設
置
は
都
市
部
に
比
べ
る
と
少
な
く
、
農

村
に
お
け
る
小
学
校
の
統
廃
合
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
問

題
で
あ
る
。
全
国
に
お
け
る
児
童
数
と
学
校
数
と
の
推
移
を
見
て
み
よ



，っ
J
O小

学
校
に
在
籍
す
る
児
童
数
は
、
一
九
じ
七
年
の
一
億
四
六
一
じ
万

人
に
対
し
て
、
二

O
O七
年
は
一
億
七
八
九
万
人
で
あ
る
(
七
七
年
を

一
O
Oと
す
る
と
、

O
七
年
は
七
四
)
。
一
方
、
小
学
校
数
は
、
一
九

七
七
年
の
九
八
万
三
二
九
一
校
か
ら
二

O
O七
年
の
三
二
万

O
O六
一

校
へ
急
減
し
て
い
る
(
七
七
年
を
一

O
Oと
す
る
と
、

O
七
年
は
三
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(
ぎ
。
児
童
数
の
減
少
に
比
べ
て
小
学
校
の
統
廃
合
が
い
か
に
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
き
た
の
か
を
如
実
に
物
語
る
も
の
で
あ
る

(50
八
十
年
代
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
モ
ン
ゴ
ル
や
チ
ベ
ッ
ト
な
ど

り
遊
牧
民
族
地
域
で
は
テ
ン
ト
学
校
が
設
立
さ
れ
、
遊
牧
民
族
の
移
動

に
伴
い
学
校
も
移
動
し
、
低
学
年
の
児
童
に
学
校
教
育
を
届
け
る
試
み

が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
現
在
は
、
統
合
の
方
向
に
あ
る
。

ま
た
、
都
市
部
の
小
学
校
は
減
少
し
て
お
ら
ず
、
減
少
し
た
分
の
ほ

と
ん
ど
が
農
村
地
域
の
小
学
校
と
い
う
点
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う

(図

2
)
(
想
。

学
校
四
統
廃
合
に
よ
っ
て
、
郷
の
中
に
村
小
学
校
が
無
く
な
り
、
郷

中
心
小
学
一
校
だ
け
に
な
っ
た
所
も
あ
る
。
確
か
に
農
村
部
に
多
か
っ

た
危
険
校
舎
が
閉
鎖
さ
れ
、
レ
ベ
の
低
い
民
営
教
師
が
指
導
す
る
こ
と

も
少
な
く
な
っ
た
。
親
の
中
に
は
、
寄
宿
舎
に
入
っ
た
方
が
勉
学
の
条

件
が
い
い
の
で
、
学
校
付
近
の
家
庭
も
寄
宿
舎
に
児
童
を
住
ま
わ
せ
た

が
る
と
い
う
。
そ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
、
概
し
て
学
校
の
統
廃
合
に
伴
う
不
利
益
が
生
徒
側
に
転
化

さ
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
農
村
部
に
お
い
て
通
学
時
聞

が
長
く
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
寄
宿
せ
ざ
る

を
得
な
い
が
、
農
民
家
庭
に
と
っ
て
は
児
童
労
働
の
欠
損
と
い
っ
た
問

題
が
生
じ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
少
数
民
族
の
場
合
に
は
家
族
と
も
分
断

さ
れ
漢
族
の
中
で
育
つ
こ
と
で
、
文
也
剥
奪
も
危
倶
さ
れ
る
。

同
中
等
教
育
機
関

初
等
教
育
機
関
と
共
に
高
校
数
が
少
な
い
こ
と
、
特
に
農
村
部
の
児

童
・
生
徒
数
に
比
べ
て
、
県
鋭
、
農
村
部
の
高
校
数
が
少
な
い
こ
と
は

問
題
で
あ
る
。
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西
北
部
は
文
革
時
に
中
等
教
育
が
発
展
し
た
。
し
か
し
文
革
後
に
中

等
教
育
の
大
規
模
な
調
整
が
あ
り
、
農
村
に
お
け
る
中
等
教
育
機
関
は

中
学
・
高
校
と
も
に
次
々
に
廃
校
と
さ
れ
て
い
っ
た
。

2

教
育
備
品

近
年
、
西
北
部
農
村
学
校
の
教
育
条
件
は
、
か
な
り
改
善
が
見
ら
れ

る
白
は
事
実
で
あ
る
。
九

0
年
代
前
半
に
お
い
て
は
、
寧
夏
農
村
地
域

を
歩
く
と
、
シ
ロ
ア
リ
の
た
め
に
天
井
が
抜
け
て
い
た
り
、
平
屋
の
校

舎
が
目
立
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
で
は
、
二
階
建
て
・
三
階
建

て
の
新
築
校
舎
が
増
え
て
お
り
、
実
験
室
や
P
C
、
図
書
な
ど
も
整
備

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
教
育
条
件
の
点
で
西
北
部
農
村
学
校
は
、
上
海
や
北
京
は
ど

の
都
市
部
に
比
べ
る
と
格
差
が
歴
然
と
し
て
い
る
(
立
。
小
学
校
及
び

中
学
校
に
お
け
る
教
育
条
件
(
一
人
あ
た
り
の
校
舎
面
積
、
一

O
O名

あ
た
り
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
数
、
二

O
O七
年
)
を
、
甘
粛
と
上
海
と
で

比
較
し
て
み
よ
う
。
上
海
の
小
学
校
は
、
校
舎
面
積
七
・
六
平
方
メ
ー

ト
ル
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
数
一
六
・
二
台
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
甘
粛

は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
二
・
六
台
で
あ
る
。
ま
た
上

海
の
中
学
校
は
校
舎
町
積
一
一
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

数
二
一
・
六
台
で
あ
る
一
方
、
甘
粛
の
中
学
校
で
は
、
四
・

O
平
方

メ
1
1
ル
、
四
・
七
台
に
留
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
一
人
あ
た
り
の
図
書
の
点
で
も
、
寧
夏
甘
粛
は
、
北
京
・

上
海
よ
り
も
か
な
り
条
件
整
備
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
寧
夏
と
甘
粛
と
を
比
較
す
る
と
、
寧
夏
の
方
が
や
や
恵

ま
れ
て
お
り
、
寧
夏
の
中
学
校
は
、
校
舎
面
積
五
・
六
平
方
メ
l
ト

ル
、
コ
ン
ピ
品

l
タ
数
七
・

O
台
で
あ
る
。
実
際
、
筆
者
が
九
十
年
代

以
降
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
き
た
寧
夏
と
甘
粛
と
を
比
べ
る

と
、
寧
夏
の
方
が
若
干
、
教
育
設
備
の
点
で
恵
ま
れ
て
い
る
学
校
が
多

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
甘
粛
に
お
い
て
は
、
平
屋
校
舎
が
目
立
ち
、
二

O
O八
年
に
訪
問
し
た
武
山
県
B
中
学
も
平
屋
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
寧
夏
が
少
数
民
族
地
区
で
あ
り
、
国
内
外
の
名
様
な
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
入
っ
て
い
る
こ
と
、
地
理
的
に
み
て
範
囲
が
狭
い
た

め
教
育
行
政
の
面
で
も
管
理
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
等
と
関
係
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

四

進
学
在
阻
害
す
る
要
因
凶

l
教
育
内
容
ー

次
に
教
育
内
容
を
見
て
い
き
た
い
。
教
育
内
容
に
関
わ
る
都
市

i農

村
格
差
を
端
的
に
示
す
の
は
英
語
な
の
で
、
英
語
教
育
に
つ
い

τ論
じ

る。
九
十
年
代
末
か
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
よ
っ
て
、
中
国
で
は
小

三
か
ら
英
語
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
都
市
部
で
は
小
一
か
ら
開
始
す

る
所
も
少
な
く
無
い
。
た
と
え
ば
寧
夏
に
お
い
て
も
銀
川
市
の
小
学
校

で
は
、
一
年
生
か
ら
導
入
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
寧
夏
の
農
村
部
で
は
、
小
三
か
ら
始
ま
ら
な
い
地

域
も
あ
る
。
郷
中
心
小
学
校
で
は
比
較
的
に
条
件
が
恵
ま
れ
て
お
り
開

設
さ
れ
て
い
る
所
も
増
え
て
い
る
が
、
村
小
学
校
の
レ
ベ
ル
で
は
、
未

開
設
の
学
校
も
多
い
。
二

O
O八
年
の
武
山
県
調
査
で
も
、
僻
地
に
あ

る
C
小
学
校
で
は
英
語
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
(
想
。

高
校
受
験
に
お
い
て
外
国
語
(
英
語
)
は
、
語
文
、
数
学
、
物
理
、

化
学
と
並
ん
で
主
要
科
目
白
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
①
村
小
学
校
出



身
の
た
め
小
学
校
時
代
に
英
語
を
ほ
と
ん
ど
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
基

本
的
に
は
小
学
に
入
っ
て
か
ら
初
め
て
学
ん
だ
学
生
と
、
ゆ
郷
中
心

小
学
、
あ
る
い
は
鎮
小
学
で
小
学
校
三
年
生
か
ら
英
語
を
学
ん
だ
学
生

と、

ω県
減
出
身
の
た
め
小
学
校
一
年
生
か
ら
炎
筒
を
学
ん
だ
学
生

と
で
は
、
高
校
入
試
段
階
で
の
美
総
学
習
年
教
が
そ
れ
ぞ
れ

ω三
年
、

山
六
年
、
一
印
一
九
年
と
な
り
、
か
な
り
の
泥
が
開
い
て
い
る
こ
と
に
な

場
合
。
小
学
校
の
教
科
常
に
お
い
て
も
、
山
央
f
A

聞
を
小
三
年
か
ら
学
ぶ
渇
合

と
、
小
一
年
か
ら
学
ぶ
泌
A
H
と
で
は
、

h

ハ
作
の
段
酷
m
で
修
得
し
た
内
曲
作

に
差
が
生
じ
て
い
る
。
写
氏
l
は
、
小
一
-
一
年
か
ら
英
語
を
学
習
す
る

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
六
年
生
川
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
打
dw品
2
は
小
一
年
か
ら

英
語
を
学
習
す
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
六
年
生
用
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
(
坦
。

教育による不平等の形成25 

小 6~を鱈(小学 3 年開始版)

• 届脳..-.....・

写真1

ち
な
み
に
、
小
一
か
ら
英
語
を
学
ぶ
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
六
年
生
の
テ
キ
ス

ト
に
お
い
て
は
、
日
本
で
は
中
三
で
学
ぶ
過
去
分
詞
の
術
文
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

小
凶
で
は
、
こ
の
よ
う
に
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
が
全
く
異
な
る
学
生

が
、
同
-
一
地
域
プ
ロ
ッ
ク
で
あ
れ
ば
鶴
市
部
で
あ
っ
て
も
鍵
村
部
で

あ
っ
て
も
高
校
受
験
に
お
い
て
は
、

M
し
テ
ス
ト
で
選
別
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
(日
成
祈
醐
州
市
高
校
人
ぷ
英
知
玖
験
)
{
初
}

さ
ら
に
大
学
受
験
に
お
い
て
も
英
語
は
主
要
料
日
で
あ
る
が
、
小
学

校
一
年
か
ら
終
日
制
を
卜
.. h
-
間
学
ん
で
き
た
郎
市
出
身
の
学
生
・と
、
由
民

村
出
身
で
英
語
を
中
高
の
六
年
間
し
か
学
ん
で
い
な
い
学
生
と
で
は
、

内
口
ず
か
ら
浸
が
生
ま
れ
る
の
は
明
白
で
あ
る
・
日
々
の
学
刊
の
総
統
が

必
紫
と
さ
れ
る
外
悶
語
学
習
に
お
い
て
数
年
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
矧
め
る

の
は
、
波
大
依
の
こ
と
で
は
な
い
。

ま
た
、
剛
院
村
部
に
お
け
る
茶
話
教
育
の
問
題
は
、
英

語
を
使
用
す
る
環
療
に
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
農
村
部
の
学
生
は
漢
語
の
湯
合
で
あ
っ
て
も
、
教

科
書
の
中
に
天
安
門
や
故
宮
が
出
て
き
た
時
に
、
実

際
に
見
た
こ
と
が
器
用
い
た
め
、
部
会
の
学
生
に
比
べ

て
理
解
が
限
緩
で
あ
る
一
ま
し
て
や
、
日
常
生
活
の

中
で
英
語
を
話
す
外
国
人
や
英
語
の
看
仮
に
抽
出
し
た

経
験
が
無
い
彼
ら
に
と
っ
て
、
茶
話
教
育
は
税
し
み

の
あ
る
科
目
と
は
官
え
な
い
。

そ
の
た
め
、
農
村
の
小
中
学
校
で
は
英
断
嫌
い
が
相

対
的
に
多
い
・
前
述
の
甘
粛
省

A
小
学
、

B
中
学
で

の
翻
伐
に
よ
れ
ば
、
あ
ま
り
好
き
で
な
い
科
け
を
質

小6英信(小学1年開始版)写真2



26 

高校入試英語試験蘭州市

三、草項迭拝題ー閲i主下列各題，比題后所捨的 A、B、c、D囲↑逃項中造
拝ーノト最佳答案 o (20小題，骨小題 1分，共 20分)

21. There's_一一一一_800-metre-longroad behind hospital 

A. aD， an B. a， a C. an， the D. a， the 

D. is; grown 

22. The population of the world __  still__ now 

A. has; grown B. is; growing C. wiU; grow 

23. -Excuse me! 

- How can 1 get to thc nearcst post 0冊目?

A. Yes? B. That's OK. C. What's wrong? D. Pardon? 

24. Whynot_一一_yourteacher for hclp when you can't 伽 ish一一一一_It

hy yourself! 

A. ask，write D. asking，write C. ask，writing B.帥 ask，writing

間
し
た
所
、
英
語
二
O
四
%
数
学
八
・
五
%
、
漢
語
七
・
O
%
で

あ
り
、
全
科
目
の
中
で
英
語
を
不
得
意
と
す
る
生
徒
が
最
も
多
か
っ

た。
特
に
A
小
学
校
で
は
英
語
が
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
と
い
う
児
童
が

約
三
割
に
達
し
て
い
る
。

A
小
学
は
東
郷
族
が
多
い
少
数
民
族
地
区
に

あ
り
、
小
学
校
就
学
に
伴
い
母
語
以
外
の
漢
語
の
学
智
に
加
え
て
、
小

学
校
三
年
生
か
ら
始
ま
る
英
語
の
学
習
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

i
シ
ョ
ン
の
伴
う
学
習
内
容
の
増

加
が
、
少
数
民
族
児
童
に
不
利
に
働
い
て
い
る
こ
と
を
一
軍
す
も
の
で
あ

ろ
う
。

五

進
学
を
阻
害
す
る
要
閣
同

1
教

師

|

ー
専
任
教
師
学
歴
合
格
率
及
び
生
徒
対
教
員
比
率

専
任
教
師
の
学
歴
合
格
率
は
地
域
間
白
格
差
が
著
し
く
、
北
京
・
上

海
と
甘
粛
・
寧
夏
と
を
比
べ
る
と
顕
著
で
あ
る
。
た
と
え
ば
上
海
の
小

学
校
九
九
・
八
%
に
対
し
て
甘
粛
の
小
学
校
九
七
・
七
%
、
上
海
の
中

学
校
九
九
・
八
%
に
対
し
て
甘
粛
の
中
学
校
九
五
・
一
%
で
あ
る
。
特

に
、
甘
粛
で
は
小
中
高
と
も
に
農
村
部
で
の
教
員
の
合
格
率
が
低
い

(図
3
)
(剖
)
。

教
師
対
学
生
比
率
は
上
海
の
小
学
校
二
ニ
・
九
人
に
対
し
て
甘
粛
の

小
学
校
二

0
・
八
人
、
上
海
町
中
学
校
一
二
八
人
に
対
し
て
甘
粛
の

中
学
校
一
八
・
七
人
で
あ
る
(
図
3
)
(
但
)
。
上
海
と
い
っ
た
都
市
部

の
方
が
、
き
め
細
か
い
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
日
本
と
中
国
と
を
比
較
す
る
と
、
日
本
の
小
学
校
の
方
が

一
学
級
あ
た
り
の
生
徒
数
は
少
な
い
(
図
4
)
(
田
)
。
勉
強
熱
心
な
児

童
が
多
く
、
ク
ラ
ス
規
模
は
日
本
に
比
べ
て
大
き
く
て
も
統
制
は
取
り

や
す
い
も
の
の
、
中
国
の
農
村
部
の
児
童
は
一
人
一
人
に
目
配
り
し
た

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
必
ず
し
も
で
き
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。
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教員合格率の地域格差(%)図3

mw

∞
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優
秀
な
教
員
の
都
市
部
へ
の
移

動
と
残
さ
れ
た
農
村
教
員

日
本
に
お
い
て
は
、
教
員
は
公
務
員

で
あ
る
た
め
、
農
村
部
に
転
勤
に
な
っ

て
も
、
職
務
と
し
て
そ
れ
に
従
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
た
め
、
都
市
部
と
農
村

部
と
で
は
教
員
の
資
質
の
格
差
は
無
い

と
言
っ
て
良
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
中

国
で
教
師
は
学
校
と
個
別
に
契
約
を
結

ぶ
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
優

秀
な
教
員
は
条
件
の
良
い
都
市
部
へ
移

動
し
て
い
る
。
都
市
部
へ
の
移
動
が
教

員
の
意
欲
を
高
め
る
動
機
付
け
の
手
段

と
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
が
、
そ
の

結
果
、
農
村
部
に
は
優
秀
な
教
員
は
残

ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
都
市
部
と
農
村

部
と
の
教
員
の
資
質
格
差
を
生
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。

配
属
を
規
定
す
る
要
因
は
多
様
で
、

学
校
の
教
員
枠
の
空
き
状
況
や
教
科
に

も
よ
り
、
各
県
ご
と
で
事
情
は
異
な
る
。

加
え
て
父
親
が
幹
部
や
官
僚
の
場
合
、

都
市
部
の
学
校
へ
の
移
動
が
比
較
的
に

早
〈
、
父
親
が
農
民
の
場
合
移
動
が
遅

く
な
り
が
ち
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
寒

2 

2005 2000 1990 1980 

22 
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村
の
農
民
家
庭
出
身
の

Y
先
生
は
、
師
範
学
校
在
学
中
に
父
親
が
逝
去

し
た
。
配
属
先
は
出
身
地
域
に
近
い
寒
村
で
あ
り
、
卒
業
後
、
七
年
後

に
も
同
じ
地
域
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
僻
地
勤
務
の
た
め
子
ど
も
を
夫

の
実
家
に
預
け
て
の
単
身
赴
任
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
よ
り
条
件
の
良

い
都
市
部
の
学
校
に
転
勤
し
大
学
で
継
続
的
に
学
び
た
い
と
い
う
Y
先

生
は
、
現
状
に
満
足
で
き
て
い
な
い
(
二

O
O七
年
寧
夏
調
査
)
(
剖
)
。

3

代
用
教
員
の
多
さ

僻
地
や
貧
困
な
地
域
で
は
、
条
刊
が
惑
く
予
算
も
不
足
し
て
い
る
た

め
、
教
員
の
確
保
が
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
代
用
教
員
を
当
て
て
い

る
。
特
に
、
甘
粛
で
は
代
用
教
員
比
率
が
高
く
、
二

O
O八
年
統
訂
に

よ
れ
ば
、
代
用
教
員
比
率
は
教
師
総
数
の
一
一
一
%
で
あ
る
(
全
国

は
三
九
%
)
(
ぎ
。

ま
た
甘
粛
省
武
山
県
で
も
専
任
教
員
三
七
八
七
人
、
代
用
教
員
三
九

一
人
で
あ
り
、
教
員
総
数
に
占
め
る
代
用
教
員
の
割
合
は
九
・
三
%
で

あ
る
(
二

O
O八
年
)
(
盟
)
。
約
一
割
が
代
用
教
員
で
あ
る
が
、
特
に

貧
困
地
域
に
な
る
ほ
ど
代
用
教
員
比
率
が
高
い
。
例
え
ば
、
武
山
県
温

泉
郷
C
小
学
で
は
、
教
員
六
人
の
う
ち
、
専
任
教
員
三
人
、
代
用
教
員

三
人
で
あ
り
、
教
員
の
約
半
数
が
代
用
教
員
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
寧
夏
で
は
、
代
用
教
員
比
率
は
玉
・
五
%
で
あ
る
(
二

O

O
八
年
)
(
訂
)
。
ま
た
、
国
家
紋
の
貧
困
県
と
し
て
知
ら
れ
る
河
両
省

蘭
考
県
の
村
小
学
校
で
あ
る
D
小
学
校
で
の
調
査
に
お
い
て
も
代
用
教

員
は
お
ら
ず
(
二

O
O九
年
調
査
)
(
智
、
甘
粛
農
村
に
お
け
る
代
用

教
員
の
多
き
は
大
き
な
問
題
と
言
え
よ
う
。

代
用
教
員
白
場
合
、
職
務
内
容
は
正
規
の
教
員
と
同
じ
で
あ
り
な
が

ら
月
給
が
安
く
(
二

O
O元
)
、
生
活
が
不
安
定
な
た
め
不
満
が
高
い
。

病
気
に
か
か
っ
て
も
病
院
に
も
行
け
ず
、
落
ち
着
い
て
教
育
に
当
た
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
と
不
安
を
訴
え
る
教
師
も
少
な
く
な
い
(
ニ

0
0

四
年
寧
夏
調
査
)
(
四
)
。

4

教
師
の
資
質
と
授
業
展
開

で
は
、
甘
粛
農
村
部
に
お
い
て
、
教
師
は
ど
の
よ
う
な
授
業
を
行

い
、
そ
れ
は
都
市
部
の
学
校
と
い
か
に
異
な
っ
て
い
る
の
か
を
検
討
し

た
い
。農
村
小
学
校
の
事
例
を
紹
介
す
る
(
二

O
O六
年
調
査
)
。
事
例
ー

と
し
て
、
夏
河
県
E
小
学
で
の
授
業
の
参
与
観
察
に
よ
れ
ば
、
教
室
町

前
の
方
の
座
席
の
学
生
に
目
を
向
付
、
発
問
は
主
に
こ
れ
ら
の
学
生
に

対
し
て
行
い
、
後
ろ
の
座
席
の
学
生
を
指
名
し
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
(
想
。
ま
た
中
国
で
は
、
「
優
秀
な
子
ど
も
は
国
家
の
宝
」
な

り
で
優
遇
す
る
の
は
当
然
と
考
え
て
お
り
、
夏
河
県
で
の
生
徒
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
お
い
て
も
、
教
師
は
成
績
優
秀
な
学
生
を
優
遇

し
、
で
き
な
い
生
徒
を
軽
視
し
て
い
る
と
い
う
。
農
村
の
小
中
学
校
を

訪
問
す
る
と
、
後
部
座
席
に
座
っ
て
い
る
生
徒
が
寝
て
い
て
も
、
そ
の

ま
ま
起
こ
さ
な
い
で
教
師
が
授
業
を
進
め
て
し
ま
う
、
と
い
う
先
景
も

散
見
す
る
。

事
例
2
と
し
て
、
真
河
県
F
寄
宿
制
小
学
で
の
授
業
の
参
与
観
察
に

よ
れ
ば
、
授
業
の
中
で
不
必
要
な
作
業
を
さ
せ
て
い
る
と
い
う
(
担
。

例
え
ば
、
棋
譜
の
授
業
に
お
い
て
、
教
師
の
音
読
(
七
分
)
、
全
員
四

音
読
(
十
分
)
、
班
に
分
か
れ
て
の
音
読
(
八
分
)
、
班
か
ら
一
人
選
ん

で
全
員
の
前
で
音
読
(
七
分
)
、
全
員
の
音
読
(
一
二
分
)
と
い
う
や
り
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方
が
採
ら
れ
、
一
コ
マ
四
十
分
の
授
業
の
う
ち
三
十
五
分
が
教
科
書
の

音
読
に
当
て
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
本
文
の
内
容
解
釈
や
理
解
に
は
日

が
ム
向
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ロ

一
方
、
都
市
部
の
小
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

事
例
ー
と
し
て
、
銀
川
の

G
小
学
を
紹
介
し
た
い
(
二

O
O七
年
調

査
)
(
号
。
筆
者
が
見
学
し
た
の
は
、
-
一
年
生
の
英
語
の
授
業
で
、
九

月
に
新
学
期
開
始
し
て
か
ら
二
回
目
で
あ
っ
た
が
、
「
円
安

O
B円
円
]
同
宮

E-
こ
-H官
官
同
町

]HZ
号
伺
」
と
い
う
構
文
を
学
習
し
て
い
た
。
教
師

が
自
分
の

P
C
で
作
成
し
た
パ
ワ
ポ
を
使
っ
て
授
業
は
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
は
一
般
的
な
こ
と
、
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。
教
師
の
発
問
に

児
童
が
答
え
る
形
で
授
業
展
開
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
正
解
白
場
合
に

は
教
師
が
折
り
紙
で
つ
く
っ
た
紙
細
工
を
児
童
が
も
ら
う
こ
と
が
で

き
、
児
童
も
喜
び
楽
し
い
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
女
性
教
師
は
次
々
に
学

生
を
当
て
、
四
十
分
授
業
の
中
で
ク
ラ
ス
全
員
の
五
十
二
名
が
最
低
一

回
は
当
た
っ
て
い
た
。

事
例
2
と
し
て
、
上
海
の
H
学
校
(
小
中
一
貫
制
)
で
は
、
小
学
一

年
生
の
英
語
の
授
業
に
お
い
て
、
一
切
、
漢
語
を
使
わ
ず
に
英
語
だ
け

で
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
た
(
二

O
O五
年
調
査
)
(
想
。
華
東
師
範

大
学
の
教
授
に
よ
る
と
、
同
小
学
校
は
パ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
を
セ
ー
ル

ス
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
い
る
も
の
の
、
普
通
レ
ベ
ル
の
学
校
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

し
か
し
担
当
の
女
性
教
師
(
上
海
外
国
語
大
学
卒
業
)
は
生
徒
を
ラ

ン
ダ
ム
に
指
名
し
、
い
つ
自
分
の
順
番
が
来
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

緊
張
感
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
授
業
に
集
中
し
て
い
た
。
あ
ま
り
挙
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手
し
な
い
生
徒
に
も
教
師
が
目
配
り
を
し
、
四
十
人
ク
ラ
ス
で
四
十
分

の
授
業
中
に
一
人
の
子
ど
も
が
最
低
二

l
二
一
回
は
当
た
っ
て
い
た
こ
と

が
観
察
さ
れ
た
。
生
徒
の
意
欲
を
高
め
つ
つ
、
徹
底
的
に
身
体
に
た
た

き
込
む
よ
う
な
英
語
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
日
本
で
も
新
学
習
指
導
要
領
(
平
成
二
三
年
)
に
お
い

て
小
学
五
・
六
年
生
で
週
1
コ
マ
の
英
語
が
導
入
さ
れ
る
が
、
中
国
で

は
都
市
部
を
中
心
と
し
て
、
日
本
よ
り
も
は
る
か
に
進
ん
だ
英
語
教
育

が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
英
語
専
科
の
教
員
が
英
語
に
よ
る
直
接

教
授
法
で
教
え
、
週
五
コ
マ
の
英
語
の
時
聞
を
設
け
る
小
学
校
も
少
な

か
ら
ず
あ
り
、
高
度
な
教
育
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
農
村
部
で
の
教
育
と
都
市
部
で
の
教
育
で
は
教
師
の
資

質
に
差
が
あ
り
、
授
業
の
レ
ベ
ル
が
極
端
に
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ

と
が
農
村
部
出
身
の
学
生
に
と
っ
て
上
級
学
校
へ
の
進
学
を
困
難
に
し

て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。

中
華
民
国
時
期
を
代
表
す
る
著
名
な
教
育
学
者
で
あ
る
陶
行
知
は
、

中
国
に
お
け
る
教
育
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
優
秀
な
農
村
小
学
校

教
師
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
一
九
二

0
年
代
に
暁
荘
師
範
を

南
京
郊
外
に
設
立
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
八
十
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、

依
然
と
し
て
優
秀
な
農
村
教
師
を
育
て
る
こ
と
は
大
問
題
で
あ
る
。
陶

行
知
の
先
見
の
明
と
と
も
に
、
中
国
農
村
に
お
け
る
教
師
の
資
質
の
向

上
が
い
か
に
解
決
困
難
な
課
題
で
あ
る
の
か
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え

レ
ム
で
つ
。

六

進
学
を
阻
害
す
る
要
医
同
|
家
庭
環
境
と
成
績

西
北
部
の
農
村
に
お
い
て
は
高
校
の
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
中
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学
か
ら
高
校
へ
の
進
学
段
階
で
選
別
さ
れ
、
ふ
る
い
落
と
さ
れ
る
学
生

が
半
数
以
上
を
占
め
る
。
つ
ま
り
成
績
が
上
位
、
も
し
く
は
中
の
上

(
上
位
四
O
%
)
に
位
置
し
て
い
な
け
れ
ば
、
進
学
は
厳
し
い
。

こ
う
し
た
学
業
成
績
に
対
し
て
、
家
庭
環
境
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
甘
粛
省
和
政
県
A
小
学
、
甘
粛
省
武
山

県
B
中
学
で
二
O
O
八
年
に
実
施
し
た
質
問
紙
調
査
(
小
学
校
七
回
、

中
学
校
六
八
、
合
計
一
四
一
一
サ
ン
プ
ル
)
を

S
P
5
5
に
よ
っ
て
分
析

し
た
結
果
を
も
と
に
、
家
庭
環
境
と
成
績
の
格
差
に
つ
い
て
考
察
し
た

い
(
制

τ
第
一
に
、
家
庭
の
経
済
状
況
と
学
生
田
成
績
は
相
関
関
係
に
あ
り
、

経
済
状
況
が
恵
ま
れ
て
い
る
学
生
の
中
に
は
成
績
上
位
者
が
多
い
の
に

対
し
て
、
経
世
間
状
況
が
厳
し
い
学
生
の
中
に
は
、
成
績
上
位
者
が
必
ず

し
も
多
く
は
な
く
、
成
績
不
振
者
が
目
立
つ
。
た
と
え
ば
富
裕
戸
に
お

い
て
は
、
成
績
上
及
び
中
の
上
が
六
0
・
0
%
以
上
を
占
め
る
の
に
対

し
て
、
貧
困
戸
で
は
上
及
び
中
四
上
は
三
三
・
三
%
に
過
ぎ
な
い
。
一

方
、
中
の
中
以
下
が
六
六
・
七
%
を
占
め
て
い
る
。

た
だ
し
、
家
庭
の
経
済
状
況
に
影
響
を
与
え
る
大
き
な
要
因
と
考
え

ら
れ
る
父
親
の
職
業
と
学
生
の
成
績
は
、
明
確
な
相
関
関
係
に
は
無

し
第
二
に
、
小
学
校
入
学
前
の
漢
語
の
到
達
水
準
と
学
校
の
成
績
と
は

相
関
関
係
が
あ
る
。
慨
し
て
入
学
前
に
漢
語
が
で
き
る
児
童
は
学
校
で

の
成
績
も
優
秀
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
入
学
前
に
漢
語
が
で
き
な
か
っ

た
児
童
の
場
合
、
全
員
四
成
績
が
中
の
下
以
下
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

A

小
学
校
は
東
郷
族
居
住
地
域
で
あ
る
が
、
学
校
で
は
彼
ら
の
母
語
で
あ

る
東
郷
語
で
は
な
い
漢
語
が
教
授
言
語
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
影
響
を

ιγ
え
て
い
る
。

こ
の
と
と
は
、
少
数
民
族
学
生
に
と
っ
て
、
漢
語
と
母
語
、
学
校
文

化
と
下
位
文
化
と
四
車
離
が
、
学
業
成
績
に
お
い
て
不
利
に
働
昔
、
上

級
学
校
へ
の
進
学
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
た

め
、
少
数
民
族
で
あ
っ
て
も
小
学
校
入
学
前
の
早
い
段
階
か
ら
漢
語
学

習
を
開
始
し
た
方
が
、
学
校
で
良
い
成
績
を
収
め
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
早
い
段
階
で
の
漢
語
学
習
は
、
母
体
と
な
る
文

化
か
ら
と
の
訴
離
を
招
き
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
揺
ら
ぎ
を
も
た
ら

す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
少
数
民
族
は
大
き
な
ジ
レ
ン
マ
を
抱

え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

第
三
に
、
手
伝
い
時
間
と
成
績
と
は
負
の
相
関
関
係
に
あ
る
。
手
伝

い
時
間
が
短
い
方
が
成
績
は
良
い
。
一
日
の
手
伝
い
時
間
O
分
の
場

合
、
成
績
が
上
の
者
は
六
六
・
七
%
を
占
め
る
り
に
対
し
て
、
手
伝
い

時
間
三
時
間
以
上
の
場
合
、
成
績
が
上
の
者
は
一
五
・
O
%
に
留
ま
っ

て
い
る
e

一
方
、
手
伝
い
時
間
三
時
間
以
上
で
は
、
成
績
が
下
の
者
が

一
五
O
%
に
上
っ
て
い
る
。
甘
粛
の
武
山
県
及
び
和
政
県
で
は
、
農

民
家
庭
出
身
者
が
多
い
た
め
、
手
伝
い
時
間
は
一
日
に
=
一
時
間
以
上
と

い
う
生
徒
が
少
な
く
な
い
。
手
伝
い
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
農
家
出
身
の

学
生
に
と
っ
て
、
長
い
手
伝
い
時
聞
は
学
業
の
阻
害
要
因
に
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

第
四
に
、
家
庭
に
お
い
て
読
む
本
(
参
考
書
、
新
聞
雑
誌
、
科
学

読
物
)
と
成
績
と
の
相
関
関
係
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
。
こ
れ
は

家
庭
に
お
け
る
文
化
資
本
の
蓄
積
が
、
現
状
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
顕
著
で

は
ム
な
い
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。



七

格
差
克
服
の
た
め
の
提
言

不
平
等
か
ら
不
公
平
感
へ

十
三
億
総
受
験
競
争
社
会
の
中
で

現
在
、
中
国
で
は
、
大
学
へ
の
受
験
戦
争
に
多
〈
が
参
加
す
る
よ
う

に
な
り
、
い
わ
ば
十
三
億
総
受
験
競
争
社
会
が
出
現
し
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
は
絶
え
ざ
る
進
学
競
争
に
駆
り
立
て
ら
れ
、
地
方
の
農
村
に
お

い
て
も
、
一
年
生
か
ら
教
室
に
成
績
が
張
り
出
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る。

教育による不平等の形成

ま
た
、
教
師
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
と
、
ク
ラ
ス
の
成
績
が
郷
の

中
で
何
番
で
あ
っ
た
、
県
の
中
で
何
番
で
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
、
漢
語

コ
ン
ク
ー
ル
で
一
位
で
あ
っ
た
、
踊
り
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
一
位
で
あ
っ

た
、
論
文
が

O
O誌
に
掲
載
さ
れ
た
な
ど
、
自
分
の
教
育
成
果
を
述
べ

る
。
教
師
自
身
も
、
担
当
し
て
い
る
ク
ラ
ス
の
成
績
が
、
自
分
の
給
与

や
都
市
部
の
小
学
校
へ
の
転
勤
に
直
結
す
る
た
め
に
、
必
死
で
あ
り
、

教
師
が
子
ど
も
を
競
争
に
駆
り
立
て
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
農
民
は
、
学
歴
に
よ
る
貧
困
の
脱
出
を
図
り
つ
つ
あ

る
。
た
と
え
ば
河
南
省
蘭
考
県
の
貧
困
家
庭
に
お
け
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
の
結
果
を
紹
介
し
よ
う
(
ニ

O
O九
年
)
。
現
在
、
貧
困
家
庭
は
、

片
親
、
親
の
病
気
、
子
ど
も
が
大
学
生
の
家
庭
に
集
中
し
て
い
る
。

Z

家
は
農
業
を
営
ん
で
い
る
が
、
夫
は
交
通
事
故
で
健
康
を
害
し
、
妻
も

病
気
で
あ
る
(
部
)
。
妻
は
非
識
字
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
一
一
一
人
の
子

ど
も
を
育
て
、
長
女
は
大
学
法
学
部
を
卒
業
、
二
番
目
も
大
学
生
、
三

番
目
も
高
校
生
で
あ
る
。
長
女
は
大
変
に
優
秀
で
省
都
の
公
務
員
試
験

に
一
番
で
合
格
し
た
。
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し
か
し
な
が
ら
、
コ
ネ
が
無
か
っ
た
た
め
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
、
と

い
う
。
長
女
町
大
学
学
費
の
た
め
に
借
金
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
だ
就
職
口
も
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
借
金
返
済
の
目
途
が
立
た
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
不
満
な
様
子
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
中
国
に
お
い
て

は
貧
富
の
格
差
の
広
が
り
だ
け
で
は
な
く
、
格
差
を
認
識
す
る
層
の
広

が
り
が
見
ら
れ
る
。

不
平
等
な
現
実
と
、
不
平
等
な
現
実
を
不
平
等
な
も
の
と
認
識
す
る

こ
と
と
は
異
な
る
が
、
現
在
、
不
平
等
な
現
実
を
不
平
等
と
考
え
る
層

が
増
え
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
不
公
平
感
の
広
が
り
の
背
景
と
し
て

は
、
出
稼
ぎ
者
の
急
増
、
大
学
入
学
者
の
増
大
、
テ
レ
ビ
の
普
及
な
ど

の
社
会
的
な
背
景
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
学
歴
に
よ
る
脱
出
を
図
っ
て
き
た
農
民
が
、
中
園
田
格
差

に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
、
不
公
平
感
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
言

え
よ
う
。

2

格
差
克
服
に
向
け
て

そ
れ
で
は
、
西
北
農
村
部
白
コ
ー
ス
分
け
が
中
学
三
年
由
時
点
で
な

き
れ
、
教
育
に
よ
る
不
平
等
が
形
成
さ
れ
て
い
る
現
実
を
克
服
す
る
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が
有
効
な
の
だ
ろ
う
か
。
西
北
部
に
お
け

る
教
育
予
算
の
増
額
は
大
前
提
と
し
て
必
要
で
あ
る
が
、
本
章
で
は
、

教
員
の
資
質
向
上
、
多
様
な
後
期
中
等
機
関
の
設
置
と
い
う
観
点
か
ら

提
言
を
行
っ
て
い
吉
た
い
。

川
基
礎
教
育
段
階
で
の
教
員
の
資
質
向
上

ま
ず
、
農
村
の
基
礎
教
育
段
階
で
の
教
師
の
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
基
礎
教
育
段
階
で
は
、
と
り
わ
け
九
十
年
代
後
半
以
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降
、
新
し
い
校
舎
が
建
設
さ
れ
、
学
校
施
設
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
現
在
、
ソ
フ
ト
の
面
、
と
り
わ
け
教
師
に
関
わ
る
課
題

が
大
き
い
。
た
と
え
、
施
設
が
不
十
分
で
あ
っ
て
も
、
教
師
が
優
秀
で

あ
れ
ば
、
教
材
や
教
具
は
作
成
で
き
る
。
何
よ
り
も
教
師
、
特
に
小
学

校
低
学
年
担
当
教
師
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
力
量
不
足
は
学
校
嫌
い
を

生
む
結
果
に
繋
が
る
。

こ
こ
で
は
、
中
国
と
イ
ギ
リ
ス
の
協
力
に
よ
っ
て
甘
粛
省
和
政
県
で

行
わ
れ
た
中
英
甘
粛
基
礎
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い

(
甜
)
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
九
十
九
年
か
ら
開
始
さ
れ
て
お
り
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
校
で
あ
る
前
述
の
和
政
県
A
小
学
で
は
、
特
に
研
修
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

研
修
の
特
徴
と
し
て
、
第
一
に
、
県
長
、
教
育
局
、
校
長
、
一
般
教

師
、
女
性
教
師
な
ど
様
々
な
レ
ベ
ル
で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ま

た
、
第
二
に
、
校
内
研
修
に
よ
っ
て
教
員
が
目
標
設
定
を
行
い
、
毎

日
、
教
師
自
身
、
あ
る
い
は
、
教
員
が
集
ま
っ
て
振
り
返
り
を
実
施
し

て
い
る
。
第
三
に
、
参
加
型
に
よ
っ
て
参
加
者
の
自
発
性
を
高
め
る
形

で
の
研
修
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

そ
の
他
、

O
T
J
で
専
門
家
(
メ
ン
タ

I
)
の
指
導
を
受
け
た
り
、

評
価
の
積
極
的
導
入
を
図
っ
て
い
る
。
校
内
研
修
の
重
視
や
メ
ン
タ
ー

に
よ
る
指
導
な
ど
、
世
界
的
に
見
て
も
最
先
端
の
教
員
研
修
の
実
践
が

甘
粛
の
農
村
で
展
開
吉
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
段
階
ご
と
白
き
め
細
か
い
研
修
と
日
常
的
な
研
修
活
動
の

方
式
を
と
る
こ
と
で
、
教
員
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
日
常
の
教
育
活

動
の
中
で
生
き
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
A
小
学
校
で
授
業
を
見
学

し
た
が
、
二
つ
の
机
を
合
わ
せ
て
六
角
形
に
し
て
六
人
一
グ
ル
ー
プ
で

座
り
、
グ
ル
ー
プ
作
業
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
活
発
な
算
数
の
授
業
が

展
開
さ
れ
て
い
た
。

筆
者
自
身
は
、
中
国
貧
困
地
域
に
対
し
て
教
育
支
援
を
行
う
N
G
O

(
宋
鹿
齢
日
本
基
金
会
)
の
寧
夏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
者
と
し
て
、
一

二
O
名
規
模
の
農
村
女
性
教
師
の
夏
期
研
修
を
行
っ
て
き
た
経
験
が
あ

る
{
二

O
O
二
年
、
ニ

O
O
四
年
、
寧
夏
銀
川
)
。
参
加
し
た
女
性
教

師
の
追
跡
調
査
を
行
う
と
、
研
修
で
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
も
申
の
、
勤
務
校
に
戻
っ
た
時
に
、
研
修
の
成
果
が
活
用
で
き
な

い
、
と
語
る
教
師
も
い
る
(
二

O
O
四
年
調
査
)
(
町
)
。
生
徒
の
自
発

性
を
重
ん
じ
た
授
業
を
行
お
う
と
す
る
と
、
詰
め
込
み
式
に
慣
れ
た
そ

の
他
の
教
員
や
父
母
が
、
「
何
を
遊
ん
で
い
る
の
か
」
と
批
判
す
る
と

い
う
。
教
員
研
修
で
新
し
い
教
授
方
法
を
学
ん
で
き
て
も
、
学
ん
だ
教

授
法
が
使
用
で
き
ず
、
教
師
が
孤
立
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
の
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
は
、
中
英
甘
粛
基
礎
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
多
く

の
示
唆
に
富
ん
で
い
る
と
言
一
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
小
学
校
レ
ベ
ル
で
農
村
の
教
員
の
資
質
が
向
上
で
き
れ

ば
、
基
礎
教
育
段
階
で
農
村
の
児
童
に
も
レ
ベ
ル
の
高
い
教
育
が
提
供

で
昔
、
こ
れ
が
中
学
か
ら
高
校
、
さ
ら
に
高
校
か
ら
大
学
と
い
っ
た
上

級
学
校
進
学
へ
の
土
台
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

凶
多
様
な
後
期
中
等
教
育
機
関
の
設
置

次
に
、
多
様
な
後
期
中
等
教
育
機
関
の
設
立
が
求
め
ら
れ
る
。
中
国

で
は
大
学
進
学
を
重
視
し
て
、
普
通
高
校
が
重
点
的
に
設
置
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
大
学
学
生
募
集
数
は
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
後
期

中
等
教
育
段
階
で
名
様
な
教
育
機
関
の
設
立
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
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こ
こ
で
は
普
通
高
校
に
進
学
し
な
か
っ
た
(
成
績
や
経
済
的
要
因
で

進
学
で
き
な
か
っ
た
)
学
生
司
た
め
の
セ
イ
フ
テ
イ
ネ
ッ
ト
の
事
例
と

し
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
学
校
を
紹
介
し
た
い
。
甘
粛
や
寧
夏
に
お
い
て

は
、
イ
ス
ラ

l
ム
を
層
仰
す
る
多
数
の
回
族
が
居
住
し
、
モ
ス
ク
に
併

設
さ
れ
る
形
で
民
営
の
ア
ラ
ビ
ア
語
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
学
校

経
営
は
寄
付
を
中
心
と
し
て
お
り
学
費
は
安
く
、
政
府
の
管
轄
下
に
置

か
れ
る
公
立
学
校
と
は
異
な
る
独
自
の
教
育
機
関
と
し
て
運
営
さ
れ
て

い
る
。
学
生
の
大
部
分
は
中
卒
で
あ
り
後
期
中
等
教
育
機
関
に
相
当
す

る
が
、
一
部
、
小
卒
や
高
卒
も
個
別
に
合
ま
れ
る
。

ア
ラ
ビ
ア
語
学
校
は
、
主
に
ク
ル
ア

1
ン
や
ア
ラ
ビ
ア
語
の
教
育
を

行
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
甘
粛
省
臨
夏
市
の

I
女
校
(
女
子
ア
ラ
ビ

ア
語
学
校
、
寄
宿
制
)
の
一
週
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
れ
ば
、
月
か

ら
土
ま
で
一
日
七
コ
マ
で
合
計
一
週
間
に
四
二
コ
マ
学
ぶ
。
内
訳
は
ア

ラ
ビ
ア
語
一

O
、
ク
ル
ア

l
ン
音
読
六
、
ク
ル
ア
l
ン
明
文
四
、
聖
訓

四
、
信
仰
四
、
漢
語
四
、
歴
史
二
、
活
動
一
、
自
修
四
、
演
講
会
三
で

あ
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
ク
ル
ア

1
ン
の
宗
教
教
育
と
ア
ラ
ビ
ア
語

の
語
学
教
育
が
中
心
の
構
成
と
言
え
よ
う
(
二

O
O七
年
調
査
)
(
想
。

回
族
の
母
語
は
漢
語
で
あ
る
が
、
イ
ス
ラ
l
ム
へ
の
強
い
信
仰
心
を

持
ち
、
ク
ル
ア

1
ン
が
書
か
れ
て
い
る
ア
ラ
ビ
ア
語
へ
の
関
心
が
高
い

こ
と
か
ら
、
熱
心
に
学
習
し
て
い
る
。
ア
ラ
ビ
ア
語
学
校
の
卒
業
生
の

中
に
は
、
前
江
省
義
烏
あ
る
い
は
広
東
省
広
州
に
お
い
て
、
ア
ラ
ビ
ア

語
の
通
訳
τ
と
し
て
活
躍
す
る
者
も
多
い
。
義
烏
に
は
世
界
的
に
著
名
な

巨
大
卸
売
市
場
が
あ
り
、
多
数
の
ア
ラ
ビ
ア
商
人
が
買
い
付
け
に
押
し

寄
せ
て
い
る
。
そ
の
た
め
ア
ラ
ビ
ア
語
通
訳
の
需
要
が
あ
り
、
ア
ラ
ビ

ア
語
学
校
の
卒
業
生
が
歓
迎
さ
れ
て
い
る
(
二

O
O七
年
調
査
)
(
想
。
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広
州
に
お
い
て
も
、
中
国
と
中
近
東
諸
国
と
の
関
係
の
密
接
化
に
伴

い
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
通
訳
の
需
要
が
高
い
(
二

O
O八
年
調
査
)
(
柑
)
。

広
州
で
出
会
っ
た
銀
川
イ
ス
ラ

l
ム
経
学
院
出
身
の
ア
ラ
ビ
ア
語
通

訳
者
は
、
「
語
学
は
武
器
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
た
。
ア
ラ
ビ
ア
語
学

校
は
、
普
通
高
校
に
進
学
で
き
な
か
っ
た
青
年
に
セ
カ
ン
ド
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
る
教
育
機
関
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
通
訳
と
し
て
、
普
通
高
校
へ

の
進
学
者
よ
り
も
高
収
入
自
職
業
に
つ
い
て
い
る
。
ま
た
近
年
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
大
卒
者
、
特
に
少
数
民
族
大
卒
者
の
就
職
難
か
ら
、
回
族

地
区
で
は
ア
ラ
ビ
ア
語
学
校
に
進
学
す
る
者
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

そ
れ
と
と
も
に
、
ア
ラ
ビ
ア
語
学
校
で
は
、
宗
教
教
育
に
よ
っ
て
、

自
分
た
ち
は
後
の
世
代
に
「
生
命
を
つ
な
ぐ
存
在
」
と
し
て
生
き
る
目

標
を
与
え
て
い
る
。
宗
教
教
育
は
広
い
意
味
で
の
道
徳
教
育
と
も
言

え
、
そ
の
意
味
で
、
ア
ラ
ビ
ア
語
学
校
は
ア
ラ
ビ
ア
語
と
い
う
職
業
教

育
と
道
徳
教
育
を
行
い
、
自
己
肯
定
感
や
自
尊
感
情
も
高
め
て
い
る
点

は
注
目
さ
れ
よ
う
。

畿
島
や
広
州
に
は
ア
ラ
ビ
ア
語
学
校
卒
業
で
ア
ラ
ビ
ア
語
通
訳
か
ら

会
社
を
輿
し
成
功
し
た
企
業
家
も
い
る
。
彼
ら
の
多
く
は
、
故
郷
の
家

族
に
仕
送
り
を
す
る
と
と
も
に
、
出
身
地
域
の
モ
ス
夕
、
あ
る
い
は
故

郷
の
道
路
補
修
な
ど
の
公
共
事
業
に
も
寄
付
を
し
て
お
り
、
故
郷
の
発

展
り
た
め
に
貢
献
し
て
い
る
申
で
あ
る
。
ア
ラ
ビ
ア
語
学
校
は
、
少
数

民
族
が
そ
由
民
族
の
優
越
性
を
生
か
し
て
地
域
問
、
民
族
問
の
格
差
是

正
に
成
功
し
た
ケ

l
ス
と
言
え
よ
う
。

ま
と
め

改
革
開
放
政
策
の
進
展
に
伴
う
市
場
経
済
の
潮
流
の
中
で
、
高
学
歴
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に
よ
っ
て
高
収
入
が
保
証
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
大
学
進
学
率

は
二

O
O八
年
統
計
に
よ
れ
ば
二
三
・
三
%
に
上
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
夫
学
進
学
者
の
増
大
を
背
景
と
し
て
、
十
三
億
人
が
受
験
戦
争
に
参

入
し
、
進
学
競
争
は
全
国
的
に
激
化
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
西
北
農
村
の
学
生
に
と
っ
て
、
大
学
へ
の
進
学
は
困

難
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
中
学
か
ら
高
校
へ
の
進
学
に
は
大
雪
な
壁
が

存
在
し
て
い
る
。
そ
の
阻
害
要
素
と
し
て
、
学
校
施
設
・
設
備
、
教
育

内
容
、
教
師
、
家
庭
環
境
(
手
伝
い
時
間
、
経
済
状
況
、
入
学
前
の
漢

語
レ
ベ
ル
)
な
ど
の
要
素
が
あ
る
。

中
国
で
は
都
市
部
と
農
村
部
と
で
は
教
育
条
件
が
甚
だ
し
く
異
な
っ

て
い
る
た
め
、
体
格
が
良
い
者
と
貧
弱
な
者
と
が
、
同
じ
土
俵
で
勝
負

す
る
よ
う
な
、
そ
う
し
た
違
和
感
が
あ
り
、
受
験
競
争
は
公
平
性
に
欠

け
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
西
北
部
の
教
育
予
算
の
増

額
と
共
に
、
教
員
研
修
の
充
実
に
よ
っ
て
基
礎
教
育
レ
ベ
ル
で
の
教
員

の
資
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
中
英
甘
粛
基
礎
教
育
プ

ロ
ジ
ェ
ク

f
は
教
員
研
修
の
成
果
を
日
常
の
授
業
に
行
か
せ
る
方
式
と

し
て
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
後
期
中
等
教
育
レ
ベ
ル
で
多
様
な
教
育
機
関
を
設
立
し
、

高
校
に
進
学
で
き
な
か
っ
た
青
年
層
に
多
様
、
立
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
本
論
で
紹
介
し
た
ア
ラ
ビ
ア
語
学
校
の
事
例
は
、
少

数
民
族
の
優
越
性
を
生
か
し
た
実
践
と
し
て
注
目
で
き
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

謝
辞
噂
本
研
究
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研

究
川
同
課
題
番
号
一
七
二
五
二

O
O三
(
研
究
代
表
者
・
中
兼
和
津
次
)

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
調
査
に
同
行
し
て
下
さ
っ
た
科
研
メ
ン
バ
ー

及
び
甘
粛
省
社
会
科
学
院
の
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ネヱ(
1
)

中
華
人
民
共
和
国
教
育
部
発
展
規
函
司
『
中
国
教
育
統
計
年

鑑
ニ

O
O八
』
、
人
民
教
育
出
版
社
、
二

O
O九
年
、
一
五
頁
。

(
2
)

寧
夏
回
族
自
治
区
教
育
庁
『
二

C
O七
年
度
寧
夏
教
育
統
計

手
冊
』
、
二

O
O八
年
、
二
三
七
頁
。

(
3
)

本
調
査
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤

研
究

ω「
中
国
農
村
に
お
け
る
貧
困
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ

の
対
策
に
関
す
る
社
会
経
済
的
研
究
」
課
題
番
号
一
七
二
五
二

O
O三
(
研
究
代
表
者
・
中
兼
和
津
次
)
の
研
究
の
一
環
と
し

て
、
甘
粛
省
社
会
科
学
院
及
び
雲
南
省
社
会
科
学
院
に
委
託
し

て
行
わ
れ
た
社
会
調
査
で
あ
る
。
実
施
地
域
・
実
施
時
期
及
び

ヂ

l
タ
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
甘
粛
省
夏
河
県
二

O
O六
年
(
一

O

O)、
甘
粛
省
通
滑
県
二

O
O七
年
(
三

0
0
)
、
甘
粛
省
武
山

県
二

O
O八
年
(
三

O
O
)、
雲
南
省
金
平
県
二

O
O五
年

(
三
二
三
)
、
雲
南
省
南
華
県
二

O
O七
年
(
三
四
三
)
で
あ

る。

(
4
)

和
政
県
A
小
学
校
調
査
、
二

O
O八
年
九
月
。
武
山
県
B
中

学
調
査
、
二

O
O八
年
九
月
。

(
5
)

寧
夏
調
査
。
一
九
九
四
年
か
ら
ニ

O
O七
年
に
か
け
て
、
小

中
学
校
を
主
な
対
象
と
し
て
約
十
五
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
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を
実
施
。
拙
稿
「
改
革
開
放
政
策
下
で
の
中
国
ム
ス
リ
ム
女
性

教
師
進
路
選
択
・
生
活
実
態
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
焦
点

を
当
て
て
|
」
『
日
本
社
会
教
育
学
会
紀
要
』

Z
o
色
、
二
O
一

O
、
四
一
ー
ー
五
O
頁
参
照
。

(
日
)
中
華
人
民
共
和
国
教
育
部
計
画
財
務
司
「
中
国
教
育
成
就
一

九
四
九
一
九
八
三
』
、
人
民
教
育
出
版
社
、
一
九
八
四
年
、

三
O
六
三
一
一
頁
。

(
7
)

夏
河
県
統
計
局
『
夏
河
県
統
計
年
鑑
一
九
九
O
|
二

0
0
0

年
』
、
三
六
O
三
六
一
頁
。
甘
粛
省
甘
南
蔵
族
自
治
州
夏
河

県
統
計
局
コ
夏
河
県
国
民
経
済
統
計
資
料
二
O
O
五
年
』
、
二

四
O
頁。

(
8
)

寧
夏
回
族
自
治
区
統
計
局
・
国
家
統
計
局
寧
夏
調
査
隊
編

『
寧
夏
統
計
年
鑑
二
O
O
八
』
、
中
国
統
計
出
版
社
、
ニ
O
O
八

年
、
三
七
五
頁
。

(
9
)

女
子
師
範
生
調
査
、
国
原
県
、
一
九
九
五
年
十
一
月
。

(
叩
)
前
掲
注

(
3
1

(
竹
)
甘
粛
省
社
会
科
学
院
の
包
暁
霞
氏
談
、
二
O
O
九
年
三
月
一

口
μ
。

(
m
M
)

武
山
県
教
育
局
提
供
O
六
年
資
料
。

(
市
)
武
山
県
教
育
局
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、
二
O
O
八
年
九
月
。

大
学
進
学
よ
り
も
高
校
進
学
が
難
し
い
の
は
、
一
九
九
九
年
以

降
、
ア
ジ
ア
経
済
危
機
へ
の
対
応
策
と
じ
て
内
需
拡
大
の
た
め

大
学
募
集
数
を
拡
大
し
、
大
学
入
学
が
以
前
よ
り
も
容
易
に

な
っ
た
影
響
も
あ
る
(
一
九
九
九
年
の
募
集
数
は
前
年
の
一

五
倍
)
。
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(
山
内
)
中
華
人
民
共
和
国
教
育
部
発
展
規
画
司
『
中
国
教
育
統
計
年

鑑
ニ
O
O
七
』
、
人
民
教
育
出
版
社
、
二
!
=
一
頁
。
前
掲
『
中

国
教
育
成
就
一
九
四
九
|
一
九
八
三
』
、
二
一
二
三
頁
。

(
市
)
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
南
亮
進
h

牧
野
文
夫
羅
歓

鎮
『
中
国
の
教
育
と
経
済
発
展
』
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
O

O
八
年
、
二
ニ
九
一
四
一
頁
参
照
。

(
叩
)
前
掲
『
中
国
教
育
統
計
年
鑑
三
O
O
七
』
、
一
五
四
貰
。
前

掲
『
中
国
教
育
成
就
一
九
四
九
|
一
九
八
三
」
、
二
ニ
O
頁
。

(
ザ
)
前
掲
『
二
O
O
じ
年
度
寧
夏
教
育
統
計
手
冊
』
、
一
一
三
二

二
三
九
頁
。

(
叩
)
甘
粛
省
武
山
県
C
小
学
校
調
査
、
二
O
O
八
年
九
月
。

h

叩
)
写
真
1
は
、
小
学
校
三
年
生
か
ら
英
語
を
学
ぶ
バ
ー
ジ
ョ
ン

の
英
語
教
科
書
で
あ
る
(
①
課
程
教
材
研
究
所
・
英
語
課
程

教
材
研
究
開
発
中
心
ピ
ロ
唱

Z
E
S
国
際
集
団
合
編
『
英
語

(
E
3
3匂
]
U
2
2
4
開
口
且
目
岳
山
斤

E
E
E日
。
。
江
、
人
民
教

育
出
版
社
、
二
O
O
四
年
、
七
二
頁
)
。
写
真
2
は
、
小
学
校

一
年
生
か
ら
英
語
を
学
ぶ
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
英
語
教
科
書
で
あ
る

(
②
課
程
教
材
研
究
所
英
語
課
程
教
材
研
究
開
発
中
心
・
北
京

市
海
淀
区
教
師
進
修
学
校
・
国
際
集
団
ピ
ロ
mo
冨
E
3
合
編

『
英
語
印
E
耳目指

E
Z
印
E
骨
耳
切
屯
回
o
o
w』
、
人
民
教
育
出
版
社
、

ニ
O
O
六
年
、
八
O
頁
)
。

(
伺
)
蘭
州
市
二
。
。
九
年
高
校
入
試
英
語
試
験
(
二
O
O
九
年

六
月
二
O
日
実
施

)
o
z
q
v
h毛
主
己
H
n昌
司

g
ロ
也
君
主

gc田空

自
宰
吋

t
z
E
(最
終
閲
覧
目
、
二
O
O
九
年
六
月
三
十
日
)

(
引
)
前
掲
『
ニ
O
O
七
年
度
寧
夏
教
育
統
計
手
冊
』
、
二
三
三



『

f 
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二
三
九
頁
。

(
包
)
前
掲
『
二

O
Oむ
年
度
寧
夏
教
育
統
計
手
冊
』
、
二
三
三
|

二
三
九
頁
。

(
お
)
文
部
科
学
省
資
料
。

Z
召
と
き
ヨ
2
5辻
哲
吉
注
目
E
Z
¥

ω
F
E
m芹
ぎ
5
5
F
o
t官
r
o
E
E
Z
ω
E聞く
()ugcH¥Cご
d

n

e

(

最
終

閲
覧
目
、
二

O
O九
年
七
月
十
一
日
)
。

(
川
出
)
二

O
O七
年
九
月
調
査
、
固
原
市
原
州
区
。

(
お
)
前
掲
『
中
国
教
育
統
計
年
鑑
二

O
O八
』
、
二

O
O九
年
、

五
三
九
夏
。

(
m
m
)

武
山
県
教
育
局
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、
二

O
O八
年
九
月
。

(
U
)

前
掲
「
中
国
教
育
統
計
年
鑑
二

O
O
八
円
二

O
O九
年
、

五
三
九
頁
。

(
却
)
河
南
省
蘭
考
県
小
学
校
調
査
、
二

O
O九
年
三
月
。

(
怨
)
女
性
教
員
調
査
、
寧
夏
銀
川
、
二

O
O四
年
八
月
。

(
初
)
「
夏
河
県
中
心
小
学
C
個
案
報
告
」
西
北
師
範
大
学
『
学
校

個
案
研
究
報
告
』
、
二

O
O七
年
、
二

O
四

二

二

O
頁。

(
引
)
「
夏
河
県
村
小
C
個
案
報
告
」
前
掲
『
学
校
個
築
研
究
報
告
』
、

一
五
六

i
一七

O
頁。

(
担
)
銀
川
市
G
小
学
調
査
、
二

O
O七
年
九
月
。

G
小
学
は
重
点

小
学
校
。

(
お
)
上
海
市
日
小
学
調
査
、
二

O
O五
年
三
月
。

(
例
)
甘
粛
省
和
政
県
A
小
学
調
査
及
び
甘
粛
省
武
山
県
B
中
学
調

査
、
二

O
O八
年
九
月
。

(
お
)
河
南
省
蘭
考
県
農
民
家
庭
調
査
、
二

O
O九
年
三
月
。

(
出
品
)
甘
粛
省
和
政
県
A
小
学
調
査
、
二

O
O八
年
九
月
。

(
訂
)
女
性
教
員
調
査
、
寧
夏
銀
川
、
二

O
O四
年
八
月
。

(
お
)
女
学
調
査
、
甘
粛
省
臨
夏
市
、
二

O
O七
年
九
月
。

(
鈎
)
女
学
卒
業
生
進
路
調
査
、
所
江
省
義
烏
、
二

O
O七
年
十
二

月
、
二

O
O九
年
十
二
月
。

(
岨
)
女
学
卒
業
生
進
路
調
査
、
広
東
省
広
州
市
、
二

O
O八
年
十

二
月
。
松
本
ま
す
み
『
イ
ス
ラ
I
ム
へ
の
回
帰
1
中
国
白
ム
ス

リ
マ
た
ち
』
、
山
川
出
版
社
、
二

O
一
O
年
、
一
一
四
頁
参
照
。


